
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
オートチェンジャ装置に収納した複数枚のディスクから無作為にディスクを選択し、かつ
選択されたディスクから無作為に曲番号を選択して選択された曲番号の曲をディスクから
読み取って演奏する無作為再生を選択することができるディスクプレーヤにおいて、前記
複数枚のディスク中から録音をするためのディスクを指定するディスク指定手段と、前記
無作為再生中に演奏のために選択されたディスクがディスク指定手段によって指定された
ディスクと一致することを判別するディスク判別手段と、ディスク判別手段によって一致
と判別されたディスクから前記無作為再生中に選択された曲番号の曲の演奏期間中録音装
置を録音状態

制御する録音機制
御手段とを備えたことを特徴とするディスクプレーヤ。
【請求項２】
オートチェンジャ装置に収納した複数枚のディスクから無作為にディスクを選択し、かつ
選択されたディスクから無作為に曲番号を選択して選択された曲番号の曲をディスクから
読み取って演奏する無作為再生を選択することができるディスクプレーヤにおいて、前記
複数枚のディスク中から録音をするためのディスクを複数の録音手段のそれぞれに対応さ
せて指定するディスク指定手段と、前記無作為再生中に演奏のために選択されたディスク
がディスク指定手段によって指定された複数のディスク中の一つのディスクと一致するこ
とを判別するディスク判別手段と、ディスク判別手段によって一致と判別されたディスク
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とし、無作為再生中において指定されたディスクに記録されている曲の曲番
号中から前記無作為に選曲された曲番号の曲を演奏順に録音するように



から前記無作為再生中に選択された曲番号の曲の演奏期間中前記対応させた録音手段を録
音状態

制御する録音機制御手段
とを備えたことを特徴とするディスクプレーヤ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、オートチェンジャ装置に収納した複数枚のディスクから無作為にディスクを選
択し、かつ選択されたディスクから無作為に曲番号を選択して選択された曲番号の曲をデ
ィスクから読み取って演奏する無作為再生を行うことができるディスクプレーヤに関する
。
【０００２】
【従来の技術】
ディスクプレーヤ、例えば光ディスクプレーヤによる無作為再生の場合には、オートチェ
ンジャ装置に収納した複数枚の光ディスクから演奏のために選択される光ディスクも、か
つ選択された光ディスク中の曲番号も無作為に選択されるため、無作為再生中の演奏音信
号を録音する場合は、演奏順に録音されることになる。その一例は、光ディスクＮｏ．２
の曲番号（ＴＮｏ．）６の曲→光ディスクＮｏ．５のＴＮｏ．８の曲→光ディスクＮｏ．
１の曲番号ＴＮｏ．３の曲→光ディスクＮｏ．２のＴＮｏ．２の曲→……の如く無作為再
生が行われ、かつ無作為再生の順序による演奏音録音が行われる。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、上記したように従来のディスクプレーヤによるときは演奏順に録音がなされて、
特定のディスクに記録されている曲番号の曲のみを録音するようなことはできないという
問題点があった。
【０００４】
本発明は、無作為再生によって再生されている曲の演奏を聞きながら、指定したディスク
に記録されている曲のみの演奏音信号を録音することができるディスクプレーヤを提供す
ることを目的とする。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
本発明の請求項１に記載のディスクプレーヤは、オートチェンジャ装置に収納した複数枚
のディスクから無作為にディスクを選択し、かつ選択されたディスクから無作為に曲番号
を選択して選択された曲番号の曲をディスクから読み取って演奏する無作為再生を選択す
ることができるディスクプレーヤにおいて、前記複数枚のディスク中から録音をするため
のディスクを指定するディスク指定手段と、前記無作為再生中に演奏のために選択された
ディスクがディスク指定手段によって指定されたディスクと一致することを判別するディ
スク判別手段と、ディスク判別手段によって一致と判別されたディスクから前記無作為再
生中に選択された曲番号の曲の演奏期間中録音装置を録音状態

制御する録音機制御手段とを備えたことを特徴とする。
【０００６】
本発明の請求項１に記載のディスクプレーヤによれば、オートチェンジャ装置に収納した
複数枚のディスク中から録音をするためのディスクがディスク指定手段によって指定され
、無作為再生中に演奏のために選択されたディスクがディスク指定手段によって指定され
たディスクと一致すると判別手段によって判別されたとき、一致と判別されたディスクか
ら無作為再生中に選択された曲番号の曲の演奏期間中録音装置が録音機制御手段の制御の
もとに録音状態に制御される。したがって、無作為再生中演奏を聞きながら、ディスク指
定手段によって指定されたディスクに記録されている曲のみが録音装置に録音されていく
ことになる。
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とし、無作為再生中において指定されたディスクに記録されている曲の曲番号中か
ら前記無作為に選曲された曲番号の曲を演奏順に録音するように

とし、無作為再生中におい
て指定されたディスクに記録されている曲の曲番号中から前記無作為に選曲された曲番号
の曲を演奏順に録音するように



【０００７】
本発明の請求項２に記載のディスクプレーヤは、オートチェンジャ装置に収納した複数枚
のディスクから無作為にディスクを選択し、かつ選択されたディスクから無作為に曲番号
を選択して選択された曲番号の曲をディスクから読み取って演奏する無作為再生を選択す
ることができるディスクプレーヤにおいて、前記複数枚のディスク中から録音をするため
のディスクを複数の録音手段のそれぞれに対応させて指定するディスク指定手段と、前記
無作為再生中に演奏のために選択されたディスクがディスク指定手段によって指定された
複数のディスク中の一つのディスクと一致することを判別するディスク判別手段と、ディ
スク判別手段によって一致と判別されたディスクから前記無作為再生中に選択された曲番
号の曲の演奏期間中前記対応させた録音手段を録音状態

制御する録音機制御手段とを備えたことを特徴とする。
【０００８】
本発明の請求項２に記載のディスクプレーヤによれば、オートチェンジャ装置に収納した
複数枚のディスク中から録音をするためのディスクが録音手段のそれぞれに対応してディ
スク指定手段によって指定され、無作為再生中に演奏のために選択されたディスクがディ
スク指定手段によって指定されたディスク中の一つのディスクと一致すると判別手段によ
って判別されたとき、一致と判別されたディスクから無作為再生中に選択された曲番号の
曲の演奏期間中、一致と判別されたディスクに対応させた録音手段が録音機制御手段の制
御のもとに録音状態に制御される。したがって、無作為再生中演奏を聞きながら、ディス
ク指定手段によって指定されたディスクに記録されている曲のみが、指定された録音手段
に録音されていくことになる。
【０００９】
【発明の実施の形態】
以下、本発明にかかるディスクプレーヤを実施の形態によって説明する。
【００１０】
図１は、本発明の実施の一形態にかかるディスクプレーヤの構成を示すブロック図であり
、光ディスクプレーヤの場合を例示している。図１に示す本発明の実施の一形態にかかる
ディスクプレーヤは、録音のための一つのディスクを指定する場合の一例である。
【００１１】
本発明の実施の一形態にかかる光ディスクプレーヤは、ディスクオートチェンジャ１を備
え、後記するシステムコントローラ１１からの指示に基づき無作為に光ディスクを選択し
、選択された光ディスク２をスピンドル軸に装着し、無作為に曲番号を選択して、選択さ
れた曲番号の曲の演奏を行う無作為再生が可能に構成されている。
【００１２】
すなわち、スピンドルサーボ制御、トラッキングサーボ制御およびフォーカスサーボ制御
を行うサーボ制御回路４から出力されるスピンドルサーボ制御信号によって回転駆動され
るモータ３によって、スピンドル軸に装着された光ディスク２は回転駆動され、サーボ制
御回路４から出力されるトラッキングサーボ制御信号およびフォーカスサーボ制御信号に
よって光ディスク２の半径方向位置および光ディスク２との相対位置が制御された光ピッ
クアップ５によって、光ディスク２から記録情報が読み取られる。
【００１３】
光ディスク２から読み取られた記録情報は、記録信号を検出する検出回路、検出回路から
出力された信号をＥＦＭ復調するＥＦＭ復調回路および復調出力の誤り訂正を行う誤り訂
正回路を含む信号処理回路６へ送出される。光ピックアップ５から出力される記録情報を
受けて信号処理回路６において記録情報から記録信号が検出され、検出された記録信号は
ＥＦＭ復調され、ＥＦＭ復調信号は誤り訂正がなされて、誤り訂正された復調信号はＤ／
Ａ変換器、Ｄ／Ａ変換出力の高域成分を除去するローパスフィルタおよび増幅器を含むア
ナログ信号処理回路７へ送出される。
【００１４】
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とし、無作為再生中において指定
されたディスクに記録されている曲の曲番号中から前記無作為に選曲された曲番号の曲を
演奏順に録音するように



誤り訂正された復調信号を受けてアナログ信号処理回路７では復調信号が左右チャンネル
の信号に分離され、それぞれＤ／Ａ変換されて、Ｄ／Ａ変換出力信号の高域成分が除去さ
れて増幅のうえ、左右のスピーカ８および９に供給されて再生音に再生する。さらに、ア
ナログ信号処理回路７から出力される左右のアナログ信号は演奏音信号として録音機１０
へ送出される。
【００１５】
一方、システムコントローラ１１はマイクロコンピュータからなり、図示しない記憶装置
と協働し、入力装置１２からの出力信号に基づいてディスクオートチェンジャ１、サーボ
制御回路４、信号処理回路６、アナログ信号処理回路７および録音機１０を制御する。
【００１６】
入力装置１２には、無作為再生を指示する無作為再生指示キースイッチ１２１と、無作為
録音を指示する無作為録音指示キースイッチ１２２と、録音するためのディスクを指定す
るためのディスク番号指定キースイッチ１２３と、通常再生、ワンタッチ選曲などの他の
再生機能を指示するための機能指示キースイッチ１２４とを備えている。ここで、無作為
録音指示キースイッチ１２２による無作為再生指示のときにおける無作為再生作用、機能
指示キースイッチ１２４による再生機能指示のときにおける再生作用は従来の場合と同様
であり、その説明は省略する。
【００１７】
システムコントローラ１１は、無作為再生指示キースイッチ１２１からの信号を受けてデ
ィスクオートチェンジャ１に収納された複数枚の光ディスク中から無作為に光ディスクを
選択し、かつ選択された光ディスクから無作為に曲番号を選択して選択された曲番号の曲
を光ディスクから読み取って演奏させる無作為再生制御回路１１１と、無作為再生中に演
奏のために選択された光ディスクがディスク番号指定キースイッチ１２３によって指定さ
れた光ディスクと一致することを判別するディスク判別回路１１２と、無作為録音指示キ
ースイッチ１２２によって無作為録音指示がされているとき、ディスク判別回路１１２に
よって一致と判別された光ディスクから無作為再生中に選択された曲番号の曲の演奏音信
号を該曲番号の曲の演奏終了まで録音機１０へ送出させるランダム録音制御回路１１３と
、ランダム録音制御回路１１３の制御のもとに演奏音信号が送出されている期間中録音機
１０を録音状態に制御する録音機制御回路１１４とを機能的に備えている。
【００１８】
ここで、ディスク番号指定キースイッチ１２３が光ディスク指定手段に対応し、ディスク
判別回路１１２がディスク判別手段に対応し、ランダム録音制御回路１１３がランダム録
音制御手段に対応し、録音機制御回路１１４が録音機制御手段に対応している。
【００１９】
上記のように構成された本発明の実施の一形態にかかる光ディスクプレーヤの作用を図２
に示すフローチャートに基づいて説明する。
【００２０】
無作為再生指示キースイッチ１２１によって無作為再生が指示され、無作為録音指示キー
スイッチ１２２によって無作為録音指示がされ（ステップＳ１）、ディスク番号指定キー
スイッチ１２３によってディスク番号ｎが指定される（ステップＳ２）。無作為再生指示
キースイッチ１２１によって無作為再生が指示され、かつ無作為録音指示キースイッチ１
２２によって無作為録音指示がなされたことを図２のフローチャートにおいてランダムキ
ーオンと記してある。
【００２１】
ステップＳ２に続いて、録音機１０が録音ポーズ状態に制御される（ステップＳ３）。こ
の状態においてディスクオートチェンジャ１によって無作為にディスクが選択されてスピ
ンドル軸に装着され、無作為に曲番号が選択されて、無作為再生の実行がなされる。
【００２２】
ステップＳ３に続いて、無作為再生の実行中において選択されたディスクがステップＳ２
において指定されたディスク番号ｎのディスクか否かがチェックされる（ステップＳ４）
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。ステップＳ４においてディスク番号ｎのディスクであると判別されたときは、ステップ
Ｓ４に続いて曲番号が無作為に選択され

録音機１０が録音
状態に制御されて（ステップＳ５）、ステップＳ５において選択された曲番号の曲の演奏
が開始される（ステップＳ６）。
【００２３】
ステップＳ６に続いて、ステップＳ５において選択された曲番号の曲の演奏音の終了、す
なわちステップＳ５において選択された曲番号の曲の演奏が終了すると（ステップＳ７）
、録音機１０は録音一時停止状態に制御される（ステップＳ８）。
【００２４】
ここで、ステップＳ４においてディスク番号ｎのディスクであるか否かの判別の対象とな
るディスクは無作為再生に基づいて選択されたディスクであり、ステップＳ５において選
択される曲番号はディスク番号ｎのディスクから無作為再生に基づいて選択された曲番号
である。したがって、光ディスクプレーヤからは通常の無作為再生のときの演奏音が聞こ
えることになり、その無作為再生中においてディスク番号ｎのディスクが選択されている
ときにおいて、ディスク番号ｎに記録されている曲番号中から無作為に選択された曲の演
奏音信号が録音機１０に録音されることになる。
【００２５】
ステップＳ８に続いて、ディスクオートチェンジャ１に収納されている全ディスクの全曲
番号の曲の演奏が終了したか否かがチェックされる（ステップＳ９）。ステップＳ４にお
いてディスク番号ｎのディスクでないと判別されたときも同様に、ディスクオートチェン
ジャ１に収納されている全ディスクの全曲番号の曲の演奏が終了したか否かがチェックさ
れる（ステップＳ９）。ステップＳ９において、ディスクオートチェンジャ１に収納され
ている全ディスクの全曲番号の曲の演奏が終了していないと判別されたときは、ステップ
Ｓ９に続いて、ディスクオートチェンジャ１に収納されているディスクが無作為に選択さ
れ、曲番号が無作為に選択されて（ステップＳ１０）、続いてステップＳ４から再び実行
される。
【００２６】
ステップＳ２において指定された番号のディスクでないと、ステップＳ４にて判別された
ときは、該指定された番号でないディスクの曲番号の曲が演奏され、ステップＳ９が実行
される。ステップＳ９においてディスクオートチェンジャ１に収納されている全ディスク
の全曲番号の曲の演奏が終了したと判別されたときは、録音が解除され（ステップＳ１１
）、無作為録音モードが解除される（ステップＳ１２）。
【００２７】
したがって、ディスクオートチェンジャ１に収納されている全ディスクの全曲番号の曲の
演奏が終了するまで、無作為再生中においてディスクｎに記録されている曲の曲番号中か
ら無作為に選択された曲番号の曲が演奏順に録音機に録音されることになる。無作為再生
のとき前記したように、光ディスクＮｏ．２の曲番号（ＴＮｏ．）６の曲→光ディスクＮ
ｏ．５のＴＮｏ．８の曲→光ディスクＮｏ．１の曲番号ＴＮｏ．３の曲→光ディスクＮｏ
．２のＴＮｏ．２の曲→……の順序に再生されるものとすればこの順序で再生音が聞こえ
、無作為録音が指示されかつ光ディスクＮｏ．２が指定されている場合は、光ディスクＮ
ｏ．２のＴＮｏ．６の曲→光ディスクＮｏ．２のＴＮｏ．２の曲→…の順序で録音機１０
に録音されることになる。
【００２８】
次に、本発明の実施の一形態にかかる光ディスクプレーヤの変形例の作用を図３に示すフ
ローチャートに基づいて説明する。
【００２９】
本発明の実施の一形態にかかる光ディスクプレーヤの変形例は、録音機１０がダブルカセ
ットデッキ、ダブルミニディスク録音再生装置など、２つの録音部を備えたものにおいて
、それぞれの録音部に対応して録音のためのディスクを指定可能にした場合の例である。
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たときから、すなわち一致と判別されたディスク
から無作為再生中に選択された曲番号の曲が演奏を開始するときから、



この場合はディスク番号指定キースイッチ１２３を２つ備えて、各ディスク番号指定キー
スイッチ１２３によってディスク番号を指定すると共に、他の機能指示キースイッチ１２
４中のテンキーなどによって、各ディスク番号指定キースイッチ１２３によって指定され
たディスク番号の演奏曲を録音する録音部を指定するようにされている。
【００３０】
本発明の実施の一形態にかかる光ディスクプレーヤの変形例において、無作為再生指示キ
ースイッチ１２１によって無作為再生が指示され、無作為録音指示キースイッチ１２２に
よって無作為録音指示がされ（ステップＳ２１）、一のディスク番号指定キースイッチ１
２３と他の機能指示キースイッチ１２４によって第１の録音部に録音するためのディスク
番号ｎ１ が指定され（ステップＳ２２）、他のディスク番号指定キースイッチ１２３と他
の機能指示キースイッチ１２４によって第２の録音部に録音するためのディスク番号ｎ２

が指定され（ステップＳ２３）。無作為再生指示キースイッチ１２１によって無作為再生
が指示され、かつ無作為録音指示キースイッチ１２２によって無作為録音指示がなされた
ことを図３のフローチャートにおいてランダムキーオンと記してある。
【００３１】
ステップＳ２３に続いて、第１および第２録音部が録音ポーズ状態に制御される（ステッ
プＳ２４）。この状態においてディスクオートチェンジャ１によって無作為にディスクが
選択されてスピンドル軸に装着され、無作為に曲番号が選択されて、無作為再生の実行が
なされる。
【００３２】
ステップＳ２４に続いて、無作為再生の実行中において選択されたディスクがステップＳ
２２において指定されたディスク番号ｎ１ のディスクか否かがチェックされる（ステップ
Ｓ２５）。ステップＳ２５においてディスク番号ｎ１ のディスクであると判別されたとき
は、ステップＳ２５に続いて曲番号が無作為に選択され、かつ第１の録音部が録音状態に
制御されて（ステップＳ２７）、ステップＳ２６において選択された曲番号の曲の演奏音
信号の録音が、該曲番号の曲の演奏音信号終了まで第１の録音部に録音される（ステップ
Ｓ２７～Ｓ２９）。
【００３３】
ステップＳ２５において、無作為再生の実行中において選択されたディスクがステップＳ
２２にて指定されたディスク番号ｎ１ のディスクではないと判別されたときは、ステップ
Ｓ２５に続いて無作為再生の実行中において選択されたディスクがステップＳ２３におい
て指定されたディスク番号ｎ２ のディスクか否かがチェックされる（ステップＳ３０）。
ステップＳ３０においてディスク番号ｎ２ のディスクであると判別されたときは、ステッ
プＳ２５に続いて曲番号が無作為に選択され、かつ第２の録音部が録音状態に制御されて
（ステップＳ３１）、ステップＳ３１において選択された曲番号の曲の演奏音信号の録音
が、該曲番号の曲の演奏音信号終了まで第２の録音部に録音される（ステップＳ３２～Ｓ
３４）。
【００３４】
ステップＳ２９、ステップＳ３４の実行終了によって、ステップ９～Ｓ１２と同様のステ
ップＳ３５～ステップＳ３８が実行される。なお、本発明の実施の一形態にかかる光ディ
スクプレーヤの変形例においては、ステップＳ３６の実行に続いてステップＳ２５が実行
される。なお、ステップＳ２５、Ｓ３０においてもステップＳ４の場合と同様に、ステッ
プＳ２２、Ｓ２３において指定された番号のディスクでない判別されたときは、該指定さ
れた番号でないディスクの曲番号の曲が演奏される。
【００３５】
そこで、本発明の実施の一形態にかかる光ディスクプレーヤの変形例において無作為再生
のとき例えば、光ディスクＮｏ．２の曲番号（ＴＮｏ．）３の曲→光ディスクＮｏ．６の
ＴＮｏ．４の曲→光ディスクＮｏ．３の曲番号ＴＮｏ．１の曲→光ディスクＮｏ．２のＴ
Ｎｏ．５の曲→光ディスクＮｏ．１の曲番号ＴＮｏ．８の曲→光ディスクＮｏ．６のＴＮ
ｏ．２の曲→……の順序に再生されるものとすればこの順序で再生音が聞こえ、無作為録
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音が指示され、第１の録音部に対して光ディスクＮｏ．２が指定され、かつ第２の録音部
に対して光ディスクＮｏ．６が指定されている場合は、光ディスクＮｏ．２のＴＮｏ．３
の曲→光ディスクＮｏ．２のＴＮｏ．５の曲→…の順序で第１の録音部に録音され、光デ
ィスクＮｏ．６のＴＮｏ．４の曲→光ディスクＮｏ．６のＴＮｏ．２の曲→…の順序で第
２の録音部に録音されることになる。
【００３６】
なお、上記した本発明の実施の一形態にかかるディスクプレーヤにおいて、ランダム録音
制御回路１１４を備えた場合を例示したが、ランダム録音制御回路１１４の機能を録音機
制御回路１１３に備えて、録音機を制御してもよい。
【００３７】
なお、上記した本発明の実施の一形態にかかるディスクプレーヤにおいて、光ディスクプ
レーヤの場合を例に説明したが、光磁気記録（ＭＤ）ディスクプレーヤの場合でも同様で
ある。
【００３８】
なお、上記した本発明の実施の一形態にかかるディスクプレーヤにおいて、アナログ信号
の演奏音信号を録音するアナログ録音の場合を例示したが、デジタル信号を録音する場合
にも同様に適用できる。
【００３９】
【発明の効果】
以上説明したように本発明にかかるディスクプレーヤによれば、無作為に選択された曲の
演奏を聞きながら、指定したディスクの曲のみの録音が同時に行えるという効果が得られ
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の一形態にかかる光ディスクプレーヤの構成を示すブロック図であ
る。
【図２】本発明の実施の一形態にかかる光ディスクプレーヤの作用の説明に供するフロー
チャートである。
【図３】本発明の実施の一形態にかかる光ディスクプレーヤの変形例の作用の説明に供す
るフローチャートである。
【符号の説明】
１　ディスクオートチェンジャ
２　ディスク
３　モータ
４　サーボ制御回路
５　光ピックアップ
６　信号処理回路
７　アナログ信号処理回路
１０　録音機
１１　システムコントローラ
１２　入力装置
１１１　ランダム再生制御回路
１１２　ディスク判別回路
１１３　録音機制御回路
１１４　ランダム録音制御回路
１２１　無作為再生指示キースイッチ
１２２　無作為録音指示キースイッチ
１２３　ディスク指定キースイッチ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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